
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2020 年度  

愛知大学人文社会学研究所主催 オンライン・シンポジウム 

 

お問合せ先：愛知大学人文社会学研究所 

441-8522 豊橋市町畑町 1-1  

TEL: 0532-47-4167 

Email: irhsa@ml.aichi-u.ac.jp 

URL:https://taweb.aichi-u.ac.jp/irhsa/ 

 

 

オンライン：ZOOM 利用 

事前申し込み制 
下記アドレスまで、お名前（とご所
属）を添えてお申し込みください。 

E-mail：irhsa@ml.aichi-u.ac.jp 

プログラム： 

13：00 開会挨拶 

宇佐美 一博（愛知大学人文社会学研究所所長）    

13：10 梶丸 岳（京都大学） 

「繰り返される掛唄：唄を支える韻律と唄を 

生み出す工夫」 

13：50 山口 征孝（神戸市外国語大学） 

「ディスコース分析から心の理論を捉え直す 

－『詩的』構造を進化論から再考する」 

14：30～14：50 休憩 

14：50 井出 里咲子（筑波大学） 

「公共性×詩のカージョージ・フロイド事件に  

おけるデモと詩の生成」 

15：30 浅井 優一（東京農工大学） 

「分人性のポエティクス：書記された彼岸から  

今ここの儀礼へ」 

16：10 片岡 邦好（愛知大学） 

「発表と議論の総括」  

16：30「質疑応答」 

17：00「閉会の挨拶」 

 
 



愛知大学人文社会学研究所主催 オンライン・シンポジウム 

「日常空間における詩の生成と発展」 
 

《発表要旨》 
 
 梶丸 岳（京都大学） 

「繰り返される掛唄：唄を支える韻律と唄を生み出す工夫」 
秋田県の 2か所で行われる大会で現在も歌われている「掛唄」は、仙北荷方節の旋律に七・七・七・五の歌詞

を即興でつけて掛け合う伝統芸能です。歌い手たちは即興詩人さながらに相手の唄に応じて唄を返していきま
すが、そこには大小さまざまな繰り返しが見られます。本発表では掛唄に見られる繰り返しの型とその意味を探
り、掛唄を支える韻律の在りようと歌詞を即興で生み出す工夫を読み解いていきます。 
 
 山口 征孝（神戸市外国語大学） 

「ディスコース分析から心の理論を捉え直す―『詩的』構造を進化論から再考する」 
 進化論的人類学では、霊長類の中で文化の累積的蓄積は人類に特有であるとしています。本発表ではそのよ
うな蓄積を可能にするものは何か、という問いに談話分析から接近を試みます。そのために、他者との意図の共
有を人間特有の能力と考える「心の理論」を援用し、会話に見られると「繰り返し」と「同時笑い」という現象
を再考します。結論として、進化論的視点から「詩的」構造をマルチモーダルな現象として解明することが今後
の課題であると論じます。 
 
 井出 里咲子（筑波大学） 

「公共性×詩の力―ジョージ・フロイド事件におけるデモと詩の生成」  
私たちが他者と出会い場を共にする時、そこにはつながり合いに志向した儀礼的ふるまいが存在します。こう

したふるまいは歴史文化的な身構えに支えられ、反復的そして創発的に公共空間を構築します。本発表では、
2020 年 5 月に米国ミネアポリスで起きたジョージ・フロイド事件を発端に生じたデモから、公共の詩としての
ことばの力について考えます。特に対話的に怒りや悲しみといった情動が秩序化され、価値が体系化される過程
を分析的に論じます。 
 
 浅井 優一（東京農工大学） 

「分人性のポエティクス：書記された彼岸から今ここの儀礼へ」 
南太平洋にあるフィジーでは、19 世紀に始まる英領植民地期以来、人々や歴史に関する様々な知見が文書と

して記録されることで、近代社会としての秩序が形成されてきました。近年、そうした文書の内容が疑問に付さ
れ、文書の偽製性を儀礼の実行によって知らしめようとする出来事が顕著になっています。社会を規定する文書
の効力が失墜する一方、儀礼という詩的行為が放つ喚起力、そこに横たわる「分人性」に社会秩序の審級を見出
す現代フィジーについて考察します。 

 

 

 


